
第 22 話：秘策 

 ボロボロに傷ついたアイラ in ヒロが立ちあがり、ヒロ in サキュバスに何かを告げると、

2 人は覚悟を決めて頷いた。 

ユリ：「何を企んでるか知らないけど、エドさまにもらったこの力でひれ伏すがいいわ！」 

 

 ヒロの脱魂がユリに向けて再び発動し、ユリのカラダが崩れ落ちる。 

ユリ：（無駄よ！何度掛けてもカラダに戻ればいいんだから！） 

 ユリの幽体が元に戻ろうとする。しかし、それよりも先にユリのカラダが動き出した！ 

ユリ：（どういうこと？） 

 

アイラ in ユリ：「ふふっ。成功したわね。これで貴女のカラダはあたしのものよ！」  

ユリ：（お前は…ヒロのカラダに乗り移っていた者！？幽体になってあたしのカラダを狙っ

ていたの！？） 

アイラ in ユリ：「ええ…久し振りの女のカラダ…なかなか居心地がいいわよ💕」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ユリ：（……そう…でも…） 

 ユリの幽体は、抜け殻となったヒロのカラダに向かって行く。ユリの幽体は、ヒロのカラ

ダにあっという間に入り込み、そのカラダを支配した… 

 

ユリ in ヒロ：「こうして別のカラダに乗り移ればいいだけのこと！魔力は、魂に宿るんだか

らカラダが変わっても…」 

アイラ in ユリ：「そう来ると思ったわ！ヒロ！」  

ヒロ in サキュバス：「ローズテンプテーション💕」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユリ in ヒロ：「あたしが男のカラダになったから、魅了の魔法で虜にするつもりね！でもあ

たしは女！惑わされない！」 

 しかし、アイラがユリのしなやかな手を使って、ヒロとなったユリの股間を刺激すると、

ユリは、男であることを意識させられ、男の衝動に囚われてしまった。 

 



ユリ in ヒロ：「はぁ💕何…この感覚…これが男の…あ…あぁん💕」 

ヒロ in サキュバス：「ユリ、これで君は俺の虜だ…」 

ユリ in ヒロ：「うん💕あ…言うことを聞くから…これを…」 

アイラ in ユリ：「意外といいものよね、男のカラダも…待って今逝かせてあげる💕」  

 

 アイラは、先ほどまで乗り移っていたヒロのお〇んちんを丁寧にしごくと、あっという間

にそれは、大きくそそり立ってきた。 

ユリ in ヒロ：「ん…出したい…」 

アイラ in ユリ：「出しちゃいなさい💕今は貴女のカラダなんだから💕」  

 

ユリ in ヒロ：「あん…出…出ちゃう～💕あたしのお〇んちんから…」 

ヒロ in サキュバス：「ユリが俺を逝かせている…でも逝かされている俺がユリ……ユリ、ご

めん。でもエドの呪縛から解放するためにはこれしかないんだ…」 

 ユリは、初めて男のカラダで射精したことでエドの洗脳から解放され、ヒロの虜となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 23 話：洗脳からの解放 

ユリ in ヒロ：「は～…凄く良かった💕」 

ヒロ in サキュバス：「ユリ、早速だけど、俺たちをエドの元に案内してくれないか？」 

ユリ in ヒロ：「うん💕」 

 

 アイラの機転でユリの協力を得ることができた。倒れていたミコトもかなりのダメージ

を受けたせいかエドの支配から脱しつつあった。そして、ギンガ in サクラも意識を取り戻

した。 

 

ミコト：「ここは…わたしは…エドを説得するために…ここに来て…うっ…それからの記憶

が…」 

ギンガ in サクラ：「…もう何も言うな、ミコト、お前は…エドに洗脳されていたんだ…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ミコト：「わたしが！？そうだったのか…気を抜くと、エドのどす黒い意識に支配されそう

になる…ところで君は…初めてあった気がしない…」 

ギンガ in サクラ：「…気のせいだ…俺はただこいつらと共にここに来ただけだ…」 

 

ミコト：「…そう…何だか雰囲気が知り合いに似ていたので…でも女性のはずがないし…あ

の…お願いがあるの…わたしをこのまま殺して…今は正気を保っているけど、またあなた

たちに敵対することになる…そうなるくらいなら…」 

 

 ミコトがギンガ in サクラに懇願すると、ギンガは、ヒロ in サキュバスの元に行き、小声

で耳打ちした。 

ギンガ in サクラ：「…頼みがある…ミコトの魂をカラダから解き放ち、俺の魂をミコトに乗

り移らせてくれ…」 

 ギンガ in サクラの言葉にアイラ in ユリは、何か思うところがあるような表情をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ヒロ in サキュバス：「…ギンガ…お前がそれで良いなら…」 

ミコト：「早くして…わたしの意識はもう……」 

 ミコトが意識を失う。ほどなく意識を取り戻したが、その表情は一変していた… 

ミコト：「ふ…ふふっ…エドさま！今、この者たちを倒して…」 

 

 ヒロ in サキュバスは、哀しみをこらえて脱魂を放った。ミコトの幽体がカラダから離脱

する…そして同様にギンガ in サクラにも脱魂を放った…ギンガの魂がミコトのカラダに乗

り移ると、ミコトの瞳にギンガの、黄金の強い意思が宿った！ 

ミコト：（…？わたしのカラダが…奪われた！？…！でも…カラダならあっちのを使えば…） 

 

 ミコトがサクラのカラダを奪おうと向かう。と、間髪を入れずにミコトのカラダから閃光

が放たれ、ミコトの魂を包み込んでいくと、やがてその魂は消滅していった… 

ミコト：（…ありがとう…わたしのカラダを受け継いでくれて…これも差し上げます……） 

ギンガ in ミコト：「受け取ったぜ！お前のカラダと意思…そしてこの力は…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 24 話：哀しみを背に… 

ヒロ in サキュバス：「ミコトを救うことはできなかったのか…」 

ギンガ in ミコト：「………」 

アイラ in ユリ：「体力を消耗したことで一瞬だけ正気に戻ったけど、魂まで洗脳されていた

みたいだからおそらく…」  

 

 アイラ in ユリは、ギンガをフォローする。 

ギンガ in ミコト：「俺は、もう女であることに文句は言わない！ミコト、俺は…お前のカラ

ダに乗り移れたことを誇りに思うぞ！」 

 

ヒロ in サキュバス：「ギンガ…ミコトはお前のこと…」 

 ヒロがそう言い掛けると、アイラは、首を横に振り、言葉を制した。困難な状況を脱した

アイラたちだったが、それぞれが心身共にダメージを受けた。そして、ユリ in ヒロの提案

で、エドが眠りにつく早朝を待った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ユリ in ヒロ：「エドは夜メインで活動して朝になると棺桶で眠りにつくの。そこを狙えば倒

せるわ！」 

ヒロ in サキュバス：「ユリ、どうしてこんなところに来たんだ？」 

ユリ in ヒロ：「良く覚えていないんだけど…気付いたらここにいて…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アイラたちは、ユリの案内でエドの寝室に向かっていた。 

アイラ in ユリ：「エドは、種族関係なく好みの女性を集めて奉仕させていると聞いたことが

ある。洗脳して自らの精力を女性に与えることで護衛としても使っていたみたいね。」  

ヒロ in サキュバス：「ミコトもユリもエドに誘拐され洗脳されてしまったということか…」 

 

ユリ in ヒロ：「あたしのカラダ、汚されちゃったから、このままヒロのカラダでも…」 

アイラ in ユリ：「あたしはやっぱりヒロのカラダがいいかな。」  

 アイラがモノ欲しそうにヒロのカラダを見ると、ユリは、ヒロのカラダを渡さない、とば

からに腕をクロスさせた。 

 



ギンガ in ミコト：「…エドは俺が必ず殺してやる！」 

 ミコトの端正な顔が憎悪で歪む。 

アイラ in ユリ：「殺すのは、強力な精力を奪ってからよ。」  

ヒロ in サキュバス：「でも精力をもらった瞬間、俺も洗脳されたりしないのか？」 

 

アイラ in ユリ：「脱魂を使ったりしてエドを無力化しておけば大丈夫よ。」  

 そんなことを話しているうちに、アイラたちは、エドの寝室に到着した。部屋の中には、

人の気配がなく、棺桶が置かれていた。アイラたちは、目配せをすると、ユリ in ヒロが棺

桶の蓋を開けた…そこには、エドが眠りについていた。 

 

エド：「何事だ？…！ミコト？何故こいつらと…う…」 

 エドは、何が起きたかわからず動揺していたが、ヒロが脱魂の術を使うと、あっという間

に魂を抜かれてしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


